
2 第１部 概 況

１ 農林水産業の概況

広島県は、南は瀬戸内海に面し、北は中国山地を境に島根県・鳥取県と接し、東は岡山県、

西は山口県と隣接しています。

本県は、中国山地の南側に位置し、北は標高800ｍの山間地域から、台地が広がる中央部を経

て、大小138の島々を擁する瀬戸内海を臨み、地形は変化に富んでいます。

気候は、瀬戸内海沿岸部及び島しょ部は温暖で降水量少ないのに対し､北部の山間地域では降

水量も多く、冬季は寒冷で積雪もあり年間気温も大きな格差があります。

年間平年値（広島市）は気温16.2℃、降水量1,478ｍｍ、日照時間1,962時間で農作物の栽培

に適しています。

総土地面積は84万7,981ha（全国10位）、総世帯数は118万4,967戸（全国11位）、総人口は286万

750人（全国12位）で、耕地面積は５万7,300ha（全国26位）です。

農林水産業に関する主な指標をみると、総農家数は６万6,321戸（全国15位）で、総世帯数の

5.6％を占めています。販売農家数は３万4,649戸（全国22位）で、総農家数の52.2％を占め、

うち主業農家数は3,454戸（全国33位）で、販売農家数の10.0％、副業的農家数は２万3,712戸

（全国13位）で、同68.4％をそれぞれ占めています。

生産状況をみると、農業産出額は1,134億円（全国28位）、林業産出額は82億円（全国16位）、

海面漁業生産額は85億円（全国28位）となっています。


